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米
の
安
定
供
給
等
実
現
関
係
閣
僚
会
議
・

米
の
安
定
供
給
等
実
現
関
係
閣
僚
会
議
・

自
民
党
農
業
基
本
政
策
検
討
会

自
民
党
農
業
基
本
政
策
検
討
会

米
の
生
産
量
と
需
要
量
の

推
計
方
法
を
変
更

「
生
産
量
の
推
計
」

10
ア
ー
ル
当
た
り
の
収

量
を
過
去
30
年
と
比
較

し
た
指
数
を
作
況
指
数

と
し
て
い
た
た
め
、
昨
今

の
気
候
変
動
を
踏
ま
え

た
指
数
と
し
て
は
不
向
き

に
な
っ
て
い
た
。
本
来
、

生
産
量
は
作
付
面
積
に

大
き
く
左
右
さ
れ
る
が
、

作
況
指
数
＝
生
産
量
と
の

認
識
が
広
ま
っ
て
お
り
、

実
質
的
に
作
付
面
積
減

少
の
把
握
不
足
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
昨
今
の
高
温

障
害
で
、
玄
米
か
ら
白
米

に
す
る
際
の
歩
留
ま
り
の

低
下
が
あ
っ
た
。

「
需
要
量
の
推
計
」

　

需
要
量
は
、
単
純
に

６
月
末
の
玄
米
供
給
量

と
在
庫
量
を
差
引
き
し
、

機
械
的
に
求
め
ら
れ
て

き
た
。
よ
り
実
態
に
近

い
需
要
量
を
推
計
す
る

た
め
に
、
そ
の
年
度
の
精

米
と
う
精
数
量
か
ら
需
要

量
を
推
計
す
る
方
式
に
変

え
た
。
年
間
実
績
が
５
，

０
０
０
ｔ
以
上
の
米
卸
売

業
者
か
ら
精
米
と
う
数
量

等
を
以
前
か
ら
収
集
し
て

い
た
が
、
今
回
か
ら
よ
り

推
計
の
精
度
を
上
げ
る
た

め
、
年
間
５
０
０
ｔ
以
上

の
米
卸
売
業
者
か
ら
聞
き

取
り
を
し
、
精
米
と
う
精

数
量
を
把
握
し
、
歩
留
ま

り
減
を
加
味
し
た
玄
米
数

量
に
換
算
し
て
需
要
量
を

求
め
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
、
民
間
在
庫
は
、

す
で
に
売
り
先
が
決
ま

っ
て
い
る
分
の
確
保
が
あ

り
、
流
動
性
は
少
な
い
こ

と
も
確
認
し
た
。

　

農
政
改
革
の
議
論
は

２
０
０
８
年
か
ら
農
水
省

内
で
約
１
年
か
け
て
行
わ

れ
、
公
表
さ
れ
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
報
告
し
ま

す
。

　

農
林
水
産
省
に
「
改
革

チ
ー
ム
」　
（
２
０
０
８
年

10
月
２
日
、
石
破
茂
（
当

時
）
農
林
水
産
大
臣
に
よ

り
発
足
）

　

農
業
の
担
い
手
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
、
耕
作

放
棄
地
の
増
加
が
進
む

２
０
２
５
年
８
月
５
日
、
総
理
大
臣
官
邸
で
第
３
回
「
米
の
安
定
供
給
等
実
現
関
係
閣
僚
会
議
」
が

開
催
さ
れ
、
会
議
で
は
「
今
般
の
米
の
価
格
高
騰
の
要
因
と
対
応
の
検
証
等
」
に
つ
い
て
議
論
が
行

わ
れ
、
石
破
首
相
（
当
時
）
は
米
増
産
に
舵
を
切
る
と
の
政
策
方
針
の
転
換
を
表
明
し
た
。
８
月
８

日
に
自
民
党
農
業
基
本
政
策
検
討
会
で
、
農
林
水
産
省
か
ら
「
関
係
閣
僚
会
議
」
の
報
告
が
あ
り
、

冒
頭
、
渡
邊
毅
事
務
次
官
よ
り
「
米
の
需
給
見
通
し
」
に
つ
い
て
誤
り
を
認
め
、
そ
の
後
、
山
口
靖

農
水
省
農
産
局
長
よ
り
、
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
「
米
の
需
要
」
の
推
計
方
法
に
脆
弱
性
が
あ
り
、

今
回
の
試
算
よ
り
、
推
計
方
法
を
変
更
し
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
24
／
25
年
40
〜
50
万
ト
ン
、
25
／
26

年
20
〜
30
万
ト
ン
程
度
の
不
足
と
な
っ
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

中
で
、生
産
調
整
（
減
反
）

を
め
ぐ
っ
て
は
、
調
整
実

施
者
の
不
公
平
感
や
担
い

手
の
自
由
な
経
営
発
展

を
阻
害
し
て
い
る
等
問
題

が
深
刻
化
し
、
農
村
部
で

は
閉
塞
感
や
将
来
に
対

す
る
不
安
が
拡
が
っ
て
い

る
と
し
た
現
状
分
析
を

し
、
16
名
の
農
林
水
産

省
改
革
チ
ー
ム
が
約
１

年
か
け
て
改
革
案
を
練

り
上
げ
た
。
市
場
価
格
、

農
家
の
手
取
り
、
財
政

負
担
、
消
費
者
余
剰
（
米

在
庫
）、
水
田
面
積
（
10

年
後
）
の
項
目
に
つ
い

て
、
生
産
調
整
の
維
持

か
ら
廃
止
ま
た
そ
の
中

間
の
５
段
階
で
、
助
成
金

等
の
出
し
方
に
検
討
を

加
え
、
生
産
者・消
費
者・

財
政
負
担
を
考
え
た
上

で
、
あ
る
べ
き
政
策
（
財

政
）
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
結
果
が
示
さ
れ
た
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
米

政
策
見
直
し
の
選
択
肢
）

　
（
石
破
茂
（
当
時
）
農

水
大
臣
レ
ポ
ー
ト
と
し
て

２
０
０
９
年
９
月
15
日
に

公
表
）

　

実
際
に
は
、
調
整
強

化
２
、
中
間
策
５
、
調
整

廃
止
１
の
９
細
分
化
し
た

試
算
で
あ
る
が
、
最
も
全

体
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
良
い

と
の
予
測
。
結
果
と
な
っ

た
、
生
産
調
整
廃
止
に
近

い
中
間
策
を
抜
粋
し
た
。

２
０
０
９
年
に
は
、
生
産

調
整
（
減
反
）
政
策
を
見

直
し
た
場
合
の
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
が
作
成
さ
れ
て

政策の項目（補助金の付け方）
生産調整
強化 中間策 生産調整

廃止

① 生産調整未達成者に対するぺナルテイ措置 維持 廃止 廃止

② 転作作物（麦・大豆・米粉用米等）への助成 拡充
（〇）

拡充
 （×） 廃止

③ 経営所得安定対策（担い手対策） 継続 継続 
（×） 廃止

④ 米価下落補填対策（主食用米に対する補填）販売農家対象 無し 導入
（〇） 廃止

政策の項目（補助金の付け方） （生産調整の実施要件を　付ける〇　付けない（×））

い
た
が
、
残
念
な
が
ら
こ

れ
を
基
に
し
た
検
討
・
議

論
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
農

政
改
革
は
止
ま
っ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
大

変
残
念
で
あ
る
。

　

事
が
大
き
く
な
る
ま

で
推
計
手
法
は
変
更
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
統
計
は

大
事
な
指
標
で
あ
り
、
バ

イ
ア
ス
が
で
き
る
だ
け
か

か
ら
な
い
よ
う
、
注
視
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
と
感

じ
る
。

NHK総合「あさイチ」に
株式会社銀しゃりが出演

2025年9月30日放映の
NHK 総合「あさイチ」ツ
イQ楽ワザコーナーにて、
銀しゃり相模原工場が紹介
されました。
日常お客様にお届けしてい
るごはんの炊飯している様
子が放映されました。
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９
月
25
日
に
イ
ン
ド
大

使
館
は
、
イ
ン
ド
農
産
物・

加
工
食
品
輸
出
開
発
局

（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｄ
Ａ
）
と
共
催

で
「
イ
ン
ド
米
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
＆
料
理
実
演
会
」

を
実
施
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
本

市
場
に
お
け
る
イ
ン
ド
米

の
新
た
な
可
能
性
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
調
理
方

法
や
食
文
化
の
融
合
を
体

験
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

あ
っ
た
。

　

食
味
テ
ス
ト
の
イ
ベ
ン

ト
終
了
後
、
15
〜
17
時
、

米
生
産
者
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ

ー
、
世
界
で
活
躍
す
る
イ

ン
ド
人
シ
ェ
フ
及
び
日
本

人
関
係
者
等
約
30
人
が
集

〈
イ
ン
ド
大
使
館
〉

〈
イ
ン
ド
大
使
館
〉

イ
ン
ド
米
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＆

イ
ン
ド
米
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＆

料
理
実
演
会
を
実
施

料
理
実
演
会
を
実
施

　

去
る
９
月
半
ば
過
ぎ
の

あ
る
日
、
協
会
の
三
橋
昌

幸
専
務
理
事
か
ら
、
私
に

出
動
要
請
が
あ
っ
た
。

　
「
９
月
25
日
の
お
昼
前

後
の
２
時
間
程
、
駐
イ
ン

ド
大
使
館
の
催
事
に
出
席

し
て
欲
し
い
ん
で
す
。
今
、

米
不
足
で
な
や
ん
で
い
る

日
本
市
場
に
向
け
て
、
イ

ン
ド
米
の
日
本
輸
出
を
考

え
て
い
る
そ
う
で
、
し
っ

か
り
し
た
調
査
を
含
め

て
、
実
食
の
体
験
試
食
会

に
参
加
し
広
く
反
応
を
見

た
い
と
希
望
が
あ
り
ま
し

た
。
当
日
は
役
員
会
が
あ

り
参
加
で
き
な
い
の
で
、

な
ん
と
か
よ
ろ
し
く
・・・。」

と
の
事
、
こ
こ
で
断
っ
て

は
外
部
理
事
と
し
て
は
女

が
廃
る
と
引
き
受
け
た
。

　

そ
し
て
当
時
、
外
堀
通

り
を
挟
ん
で
皇
居
と
至
近

の
好
環
境
に
あ
る
イ
ン
ド

大
使
館
へ
。
と
っ
つ
き
憎

さ
と
は
反
対
の
明
る
い
ガ

ラ
ス
張
り
で
、
一
見
し
て

「
中
へ
ど
う
ぞ
」
の
意
志

で
溢
れ
て
い
た
。
し
か
し

何
た
る
人
数
だ
ろ
う
。
外

か
ら
一
見
し
て
群
衆
状
態

な
の
が
見
て
取
れ
る
。
横

に
長
い
会
場
に
合
わ
せ
て

並
ん
だ
行
列
は
、
２
列
か

ら
３
列
か
解
ら
な
い
ほ
ど

ギ
ッ
シ
リ
と
詰
ま
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
逆
境
の
中
で

隣
り
の
列
の
人
と
名
刺
交

換
を
し
て
い
る
の
を
幾
組

も
見
つ
け
て
「
さ
す
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

よ
」
と
舌
を
巻
い
た
。

　

管
理
栄
養
士
、
米
業

界
関
係
者
、
医
療
・
介
護

関
係
、
幼
児
・
子
供
の
教

育
関
係
、
調
理
学
校
・
マ

ス
コ
ミ
関
係
、
輸
出
入
・

貿
易
関
係
者
と
、
世
界
規

模
で
米
業
界
が
注
目
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
交
換

し
た
名
刺
か
ら
読
み
取
れ

る
。

「
イ
ン
ド
米
の
食
味
テ
ス

ト
を
体
験
し
て
」

　

い
よ
い
よ
当
日
の
本
番

と
も
云
う
べ
き
催
事
で
あ

る
「
食
味
テ
ス
ト
」
の
始

ま
り
で
あ
る
。
共
催
の
２

団
体
、
日
印
工
区
砕
産
業

振
興
協
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
）、

一
般
社
団
法
人
Ｃ
ｈ
ｅ
ｆ

ｃ
ｏ
ｄ
ｏ
は
、
ど
ん
な
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
の
か
と
、
わ
く
わ
く
し

た
気
分
に
な
る
・
・
・
」

テ
ス
ト
参
加
者
の
一
人
一

人
に
、
７
種
類
の
原
産
地

の
異
な
る
イ
ン
ド
米
の
名

前
が
印
刷
さ
れ
た
回
答

用
紙
が
渡
さ
れ
た
。
終
わ

る
と
即
回
収
す
る
そ
う

だ
。

　

食
味
を
数
項
目
の

Ｑ
＆
Ａ
で
答
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
。
一
瞬
、「
こ

れ
は
難
し
い
ぞ
」
と
感
じ

て
思
わ
ず
ギ
ク
リ
と
し

た
。
混
乱
め
い
て
、
強
い

は
ず
の
心
臓
が
ド
キ
ド
キ

す
る
の
が
わ
か
る
程
だ
。

回
答
用
紙
を
見
て
か
ら
、

実
際
に
炊
上
が
っ
た
ご
飯

に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
数

分
が
残
さ
れ
て
い
た
。「
落

ち
着
け
、
落
ち
つ
け
」
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
、

気
分
転
換
法
を
考
え
出

し
た
。

　

ほ
ん
の
数
分
前
に
世

に
も
美
し
い
物
を
見
た
の

を
回
想
す
る
よ
う
に
、
老

い
た
頭
に
命
じ
た
。
そ
れ

は
、
さ
さ
や
か
に
一
握
り

ず
つ
散
る
様
に
ま
か
れ
た

小
さ
な
ビ
ー
ズ
玉
か
宝
石

の
よ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ

が
実
は
籾
殻
を
む
か
れ
た

イ
ン
ド
米
だ
っ
た
の
で
あ

る
。
産
地
や
銘
柄
が
異
な

る
と
、
裸
の
イ
ン
ド
米
は

形
も
色
も
微
妙
に
変
わ
っ

て
美
し
く
、
手
の
ひ
ら
に

乗
せ
て
鑑
賞
し
た
く
な
っ

て
い
た
の
だ
っ
た
。
帰
り

が
け
に
今
一
度
美
し
い
裸

米
と
対
面
し
た
い
と
考
え

た
が
、
時
間
が
無
い
の
で

再
度
炊
か
れ
て
い
た
各
地

の
飯
米
を
眺
め
て
い
た
。

　

さ
す
が
に
初
対
面
に

近
い
イ
ン
ド
米
の
食
味
テ

ス
ト
は
、
自
分
で
微
妙
さ

が
感
知
で
き
ず
で
、
食
味

判
定
者
と
し
て
は
、
合
格

点
に
は
な
ら
な
か
っ
た
ろ

う
・
・
・
。
テ
ス
ト
時
の

舌
の
老
化
も
考
え
な
が

ら
イ
ン
ド
米
の
口
当
た
り

の
や
さ
し
さ
を
今
も
思
い

出
し
て
い
る
。

　

一
日
も
早
く
日
印
の
お

米
の
交
易
が
進
む
よ
う
に

心
か
ら
願
っ
て
い
る
。
ご

ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。

イ
ン
ド
大
使
館
で
、
２
０
２
５
年
９
月
25
日
の

11
〜
13
時
、「
イ
ン
ド
米
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
＆
料

理
実
演
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
、
岩
永

眞
佐
子
理
事
の
レ
ポ
ー
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

【
寄
稿

【
寄
稿
】】
お
い
し
い
と
云
わ
れ
る

お
い
し
い
と
云
わ
れ
る

イ
ン
ド
米
の
食
味
テ
ス
ト
に
参
加
し
て

イ
ン
ド
米
の
食
味
テ
ス
ト
に
参
加
し
て

当
協
会
理
事
　

当
協
会
理
事
　
岩
永
眞
佐
子

岩
永
眞
佐
子

イ
ン
ド
米
の
品
種

ま
り
、
昨
今
、
日
本
の
米

不
足
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン

ド
米
を
日
本
に
輸
出
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
検
討
及
び
イ

ン
ド
人
シ
ェ
フ
の
抱
え
て

い
る
米
の
調
達
に
関
す
る

課
題
等
の
検
討
会
が
イ
ン

ド
大
使
館
２
階
の
会
議
室

で
行
わ
れ
た
。

　

そ
こ
で
、
当
協
会
に

「
日
本
の
米
事
情
に
つ
い

て
」
の
話
し
を
聞
き
た
い

と
要
請
が
あ
り
、
当
協
会

専
務
理
事
三
橋
昌
幸
が
、

「
世
界
と
は
少
し
違
う
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
」（
４

面
に
掲
載
）
説
明
を
行
っ

た
。

　

イ
ン
ド
人
シ
ェ
フ
は
、

日
本
の
米
の
品
質
を
評
価

し
て
お
り
、
世
界
各
国

で
出
し
て
い
る
自
分
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
日
本
米
を
使

い
た
い
が
、
高
過
ぎ
て
使

え
な
い
の
で
、
日
本
米
に

近
い
品
質
の
米
を
現
地
で

手
配
で
き
な
い
か
と
探
し

て
い
る
と
の
話
し
が
あ
っ

た
。

　

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら

は
、
イ
ン
ド
の
米
生
産
量

は
日
本
の
20
倍
以
上
で
、

国
土
も
広
く
北
の
地
域
で

は
日
本
米
と
食
味
が
近
い

粘
り
気
の
強
い
米
が
生
産

さ
れ
て
お
り
、
日
本
へ
の

米
輸
出
に
意
欲
を
示
し

て
い
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
様
子
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柵
山
咲
子
料
理
家
（
管
理
栄
養
士
）
に
よ
る

柵
山
咲
子
料
理
家
（
管
理
栄
養
士
）
に
よ
る

「
土
鍋
の
い
ろ
い
ろ
活
用
講
座
」
開
催

「
土
鍋
の
い
ろ
い
ろ
活
用
講
座
」
開
催

　

２
０
２
５
年
９
月
15
・

16
日
の
２
日
間
に
わ
た

り
、
日
本
橋
三
越
の
向

か
い
の
ビ
ル
Ｙ
Ｕ
Ｉ
Ｔ
Ｏ

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
の
１・
２
階

三
重
テ
ラ
ス
に
て
三
重
県

の
萬
古
焼
窯
元
８
社
が

集
ま
り
、「
土
鍋
の
い
ろ

い
ろ
活
用
講
座
」
が
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
８
社
の

窯
元
の
一
つ
三
鈴
陶
器
で

は
、
２
人
の
ご
は
ん
ソ
ム

リ
エ
が
活
躍
し
て
お
り
、

講
座
の
案
内
を
頂
き
参

加
し
た
。
講
座
の
内
容
を

紹
介
し
ま
す
。

　

講
座
で
は
、
三
重
県
の

柵
山
咲
子
料
理
家
（
管
理

栄
養
士
）
に
よ
る
土
鍋
を

使
っ
た
料
理
の
実
演
（
白

飯
、
炊
込
み
ご
飯
、
肉
じ

ゃ
が
、
プ
リ
ン
）
と
、
土

鍋
の
初
回
使
用
の
際
に
よ

り
良
く
長
く
使
う
為
に

大
切
な
「
目
止
め
の
仕

方
」
等
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

実
演
教
室
は
２
日
間

で
４
回
、
延
べ
80
名
の
方

が
参
加
し
た
。

　

土
鍋
は
、
温
ま
り
に
く

い
が
、
一
度
温
ま
る
と
冷

め
に
く
い
性
質
が
あ
る
。

従
っ
て
、
熱
を
加
え

た
後
火
を
止
め
て
蓋

を
し
た
ま
ま
ほ
っ
た

ら
か
し
で
調
理
が
で

き
る
、
便
利
な
調
理

器
具
で
す
。（
土
鍋

の
四
日
市
、
全
国
シ

ェ
ア
ー
は
約
80
％
）

◉
土
鍋
を
使
っ
た

実
演
（
気
づ
い
た

点
）

①
炊
飯

　

火
加
減　

初
期

の
加
熱
は
中
火
（
鍋

底
に
ガ
ス
火
先
端
が

あ
た
り
、
鍋
の
側
面

に
ま
で
は
火
が
上
が

っ
て
行
か
な
い
）。

　

約
10
分
程
度
で
、

蒸
気
の
吹
き
上
が

り
方
を
見
て
い
れ
ば

判
る
（
鍋
、
水
温
、

気
圧
等
で
時
間
に

ブ
レ
有
）。

　

そ
の
後
は
弱
火

（
鍋
底
に
ガ
ス
火
が

あ
た
ら
な
い
）
に

し
、
約
３
分
で
ガ
ス
火
を

止
め
、
蒸
ら
し
10
分
程

度
。

　

但
し
、
内
蓋
が
あ
る
タ

イ
プ
の
土
鍋
で
は
、
約
10

分
の
中
火
の
後
は
、
ガ
ス

火
を
止
め
て
よ
い
。

ポ
イ
ン
ト
１

　

中
火
で
熱
し
て
い
る
間

は
、
蓋
を
少
し
開
け
、
水

引
き
状
態
を
確
認
し
て

も
よ
い
（
ガ
ス
火
を
弱
め

る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
把
握
）。

ポ
イ
ン
ト
２

　

ガ
ス
火
を
絞
っ
た
以
降

は
、
土
鍋
の
蓋
は
取
ら
な

い
。

ポ
イ
ン
ト
３

　

ガ
ス
火
を
絞
る
タ
イ
ミ

ン
グ
を
掴
む
た
め
に
、
タ

イ
マ
ー
を
セ
ッ
ト
す
る

ポ
イ
ン
ト
４

　

蒸
ら
し
後
は
、
す
み
や

か
に
ご
飯
を
ほ
ぐ
す
。（
天

地
返
し
、
ソ
フ
ト
に
）

②
炊
飯
以
外
に
も
活
用

　

１
．「
肉
じ
ゃ
が
」

　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
荷
崩

れ
が
少
な
い
特
徴
が
あ

る
。

　

２
．「
プ
リ
ン
」

　

土
鍋
全
体
に
バ
タ
ー

を
塗
っ
て
調
理
す
る
。

③
目
止
め
の
ひ
と
手
間

　

目
止
め
は
土
鍋
の
使
い

は
じ
め
に
し
て
い
た
だ
く

作
業
に
な
り
ま
す
。

　

目
止
め
を
し
て
い
た
く

こ
と
で
、

①
出
汁
の
染
み
込
み

②
焦
げ
つ
き

③
ニ
オ
イ
移
り

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

以
上
、
注
意
点
等
は
、

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、
萬
古
焼

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｕ

Ｒ
Ｌ
か
ら
確
認
で
き
ま

す
。

ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
登
録
者
の
声

　
　（
三
鈴
陶
器
（
株
）
の
河
村
更
紗
さ
ん
）

　

私
は
四
日
市
萬
古
焼

窯
元
、
三
鈴
陶
器
で
働

い
て
い
ま
す
。
土
鍋
を

製
造
す
る
会
社
で
す
。

中
で
も
炊
飯
に
優
れ
た

「
ご
は
ん
鍋
」
は
弊
社
の

人
気
の
商
品
で
す
。

　

私
が
ご
は
ん
ソ
ム
リ

エ
を
目
指
し
た
き
っ
か

け
は
、
こ
の
「
ご
は
ん

鍋
」
に
あ
り
ま
す
。
近

年
、
土
鍋
の
原
材
料
の

で
あ
る
「
ペ
タ
ラ
イ
ト
」

の
価
格
高
騰
お
よ
び
入

手
困
難
が
問
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
影
響

か
ら
弊
社
で
は
土
鍋
に

使
用
す
る
陶
土
の
変
更

を
行
い
ま
し
た
。
一
言

に
変
更
と
い
っ
て
も
そ

の
道
の
り
は
長
く
、
大

変
厳
し
い
も
の
で
す
。

毎
日
の
よ
う
に
実
験
と

検
証
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。
私
は
炊
飯
試
験
を

任
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

約
１
年
間
、
毎
日
３
〜

５
個
の
ご
は
ん
鍋
を
使

っ
て
炊
飯
を
繰
り
返
し

ま
し
た
。
気
づ
い
て
み

れ
ば
約
３
０
０
回
に
及

ん
で
い
ま
し
た
。
お
か

げ
で
炊
飯
は
手
慣
れ
た

も
の
に
な
り
、
日
常
の

一
部
に
な
り
ま
し
た
が
、

炊
飯
の
仕
組
み
は
あ
ま

り
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
っ
と
知
り
た
い
、
も

っ
と
詳
し
く
な
り
た
い

と
思
い
ご
は
ん
ソ
ム
リ

エ
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ご
は
ん
に
関
す
る

様
々
な
分
野
と
と
も
に
、

炊
飯
の
仕
組
み
に
つ
い

て
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
毎
日
の
炊
飯
に
対

す
る
見
方
が
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。
自
身
の

知
識
と
な
っ
た
だ
け
で

な
く
、
お
客
様
か
ら
の

お
問
い
合
わ
せ
へ
の
対

応
や
イ
ベ
ン
ト
で
炊
飯

の
説
明
を
す
る
な
ど
、

仕
事
に
も
活
か
し
て
い

ま
す
。

　

土
鍋
や
ご
は
ん
鍋
は

も
ち
ろ
ん
、
お
米
や
ご

は
ん
、
炊
飯
に
関
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
常
に
学
ぶ

姿
勢
で
臨
ん
で
い
き
た

い
で
す
。

「
土
鍋
の
い
ろ
い
ろ
活
用
講
座
」
の
様
子
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




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
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銀峰陶器株式会社
https://ginpo.co.jp/

竹政製陶有限会社
https://www.takemasa.jp

三鈴製陶株式会社
https://misuzu-c.com

有限会社弥生陶園
https://yayoitouen.jp

合資会社水谷商店
https://www.banko.or.jp/tableware/mizutani/

株式会社利行
https://banko.or.jp/earthenpot/riko

有限会社平尾製陶
https://banko.or.jp/tableware/hirao/

株式会社スタジオノア
https://studio-noa.jp

「
土
鍋
の
い
ろ
い
ろ
活
用
講
座
」
を
主
催
し
た

8
社
の
三
重
県
の
萬
古
焼
窯
元

萬古焼組合ホームページ

実演内容プログラム

1. ご挨拶・窯元紹介
2. 料理家 柵山咲子氏による
   土鍋料理の実演・試食
3. 目止めの仕方・ご飯の炊き方等
   動画の視聴・ご説明
4. 土鍋窯元との懇談
5. 展示商品のご観覧

・白ごはん
・玄米ごはん
・きのこ香る 鮭の炊き込みごはん
・こっくり旨み 秋の肉じゃが
・土鍋でかぶせ茶デザート

料理家・管理栄養士

柵山 咲子
sakiko sakuyama

実演内容プログラム

1. ご挨拶・窯元紹介
2. 料理家 柵山咲子氏による
   土鍋料理の実演・試食
3. 目止めの仕方・ご飯の炊き方等
   動画の視聴・ご説明
4. 土鍋窯元との懇談
5. 展示商品のご観覧

・白ごはん
・玄米ごはん
・きのこ香る 鮭の炊き込みごはん
・こっくり旨み 秋の肉じゃが
・土鍋でかぶせ茶デザート

料理家・管理栄養士

柵山 咲子
sakiko sakuyama

土鍋の大きさ
・１、３、５、７合炊き
・３、５合炊きが主流
・ 今回の実演は３合炊き
を使用。
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当
協
会
が
開
催
し

て
い
る
「
品
質
管
理
情

報
交
換
会
」
は
、
会
員

企
業
が
多
く
参
加
す
る

貴
重
な
情
報
交
換
の
場

で
あ
り
、
そ
の
活
動
概

要
に
つ
い
て
報
告
し
ま

す
。
２
０
２
４
年
に
当

協
会
副
会
長
の
（
株
）

銀
し
ゃ
り
齋
藤
社
長

の
提
案
に
よ
り
「
品
質

管
理
情
報
交
換
会
」
の

活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
こ
の
交
換
会
は
品

質
管
理
を
担
当
す
る
実

務
者
が
中
心
と
な
り
、

現
場
で
の
悩
み
事
や
、

問
題
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

情
報
交
換
を
行
う
こ
と

で
、
お
互
い
の
品
質
管

理
向
上
と
啓
発
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

品
質
管
理
に
お
け
る

様
々
な
問
題
点
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
に
即
し

た
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

講
義
を
聴
講
す
る
だ

「
品
質
管
理
情
報
交
換
会
」
の

「
品
質
管
理
情
報
交
換
会
」
の

活
動
状
況
に
つ
い
て

活
動
状
況
に
つ
い
て

ど
ん
ど
ん
ラ
イ
ス

炊
飯
ラ
イ
ン
全
景

「
品
質
管
理
情
報
交
換
会
」
に
は
、
た
く
さ
ん
の

参
加
者
が
集
ま
っ
た
（
写
真
は
第
４
回
）

＜ 品質情報交換会の開催状況 ＞
第１回　2024年８月１９日開催　ミツハシ春日部工場　29名参加
第２回　2024年 10月９日開催　銀しゃり相模原工場　29名参加
第３回　2025年５月１４日開催　煌京都工場　　　　　43名参加
第４回　2025年７月　２日開催　どんどんライス熊本工場　47名参加

＜ 品質管理情報交換会での主な課題＞
・洗浄、設備関連（コンテナ洗浄、炊飯ライン洗浄、野菜殺菌洗浄、洗米機等） ・品質検査関連（検査頻度、風味検査、
米の品質チェック等） ・従業員教育　（外国人の衛生教育、特定２号取組み、ヒューマンエラー対策）
・異物混入防止対策・アレルゲン対策（原材料管理、コンタミ防止）・HACCP運用関連 ・フードロス対策

日
本
の
米
事
情

日
本
の
米
事
情

〈〈 

特
徴
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
列
挙

特
徴
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
列
挙 

〉〉

日
本
の
米
の
需
要
と
生
産

量
及
び
輸
入
枠　

Ｍ
Ａ
米
（
内
Ｓ
Ｂ
Ｓ
主

食
用
10
万
ト
ン
２
９
２

円
／
ｋ
関
税
）、（
３
４
１

円
／
ｋ
関
税
な
ら
フ
リ
ー
）

　

ガ
ッ
ト
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ

ウ
ン
ド
（
１
９
９
３
年
）

に
よ
り
、
関
税
３
４
１

円
／
ｋ
を
課
す
替
わ
り
に
、

毎
年
77
万
ト
ン
の
米
を
輸

入
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

輸
入
元
：
ア
メ
リ
カ
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
中

国
、
タ
イ
、
台
湾
＋
イ
ン

ド
。

　
（
１
９
９
３
年
当
時
の
総

需
要
量
約
１
，
０
０
０
万

ト
ン
）　

77
万
ト
ン
は
、

当
時
需
要
量
の
７
・７
％
。

　

関
税
３
４
１
円
／
ｋ

は
、
将
来
に
わ
た
り
こ
の

額
を
か
け
て
お
け
ば
、
日

本
に
外
国
産
米
は
ほ
ぼ

入
っ
て
こ
な
い
と
し
て
決

め
た
額
で
あ
る
。

　

国
産
米
は
５
ｋ
あ
た

り
３
，
５
０
０
〜
４
，

０
０
０
円
を
超
え
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
と
し
て

決
め
た
関
税
額
と
思
わ

れ
る
。

米
価
格
急
騰
で
混
乱

　

需
給
の
推
計
方
法
に

脆
弱
性
が
あ
り
推
計
を

見
誤
り
備
蓄
米
の
放
出

が
遅
れ
、
昨
年
８
月
か
ら

米
価
格
が
急
騰
し
混
乱

を
招
い
て
い
る
。

米
の
品
種
多
い

　

毎
年
、
約
３
０
０
程
度

の
品
種
の
米
が
栽
培
・
販

売
さ
れ
て
い
る
。
き
わ
め

て
品
種
が
多
く
世
界
の
中

で
は
特
異
で
あ
る
。

　

米
は
籾
で
保
管
さ
れ
る

の
が
世
界
で
は
、
一
般
的

で
あ
る
が
、
日
本
で
は
玄

米
保
管
が
主
流
。

　

玄
米
で
は
劣
化
の
進
み

が
早
い
た
め
、
低
温
保
管

が
一
般
的
。

日
本
の
歴
史（
コ
メ
の
視
点
）

　

稲
作
、
日
本
で
の
水
田

栽
培
は
、
約
３
０
０
０
年

前
に
伝
わ
り
、
約
６
０
０

年
後
に
全
国
に
広
が
る
。

　
「
狭
い
国
土
」、「
季
節

（
春
夏
秋
冬
）
変
化
」、「
昼

と
夜
の
寒
暖
差
が
あ
る
」・

「
雨
量
は
豊
富
」、「
輪
作

障
害
が
で
に
く
い
」
↓
日

本
向
き
。

税
金
＝
米

　

１
５
０
０
年
〜
３
０
０

年
以
上
続
い
た
江
戸
時

代
、
税
金
＝
米
。
各
地
大

名
の
勢
力
は
米
取
れ
高
で

示
す
。（
石
＝
１
５
０
㎏

年
間
消
費
量
／
人
）

口
中
調
味
（
↑
食
べ
方
）

　

口
の
中
で
自
分
好
み
の

味
に
調
理
す
る
食
べ
方

で
、「
ご
飯
」
は
そ
の
中

心
に
あ
り
、
ど
の
お
か
ず

と
も
合
う
。

温
度
と
時
間
に
こ
だ
わ
る

・
寿
司

　

少
し
温
か
い
酢
飯
（
温

度
は
人
肌
）
と
ネ
タ
（
魚・

貝
等
）
を
合
わ
せ
て
食

す
る
。
Ｅ
Ｘ
）
ネ
タ
12
〜

18
℃
、
ご
は
ん
35
℃
前

後
、
ネ
タ
に
よ
り
最
適
な

温
度
が
違
う
た
め
、
そ
の

温
度
に
合
わ
せ
た
酢
飯

を
提
供
し
て
い
る
所
も
あ

る
。

・
温
か
い
ご
は
ん

　

ポ
ピ
ュ
ラ
ー

・
お
に
ぎ
り

　

冷
め
て
も
美
味
し
い
ご

飯
（
品
種
及
び
炊
き
方
に

工
夫
）

日
本
の
ご
飯
の
炊
き
方

（
炊
く
・
蒸
し
煮
）

　

米
に
水
を
加
え
て
加

熱
し
、
米
飯
に
す
る
調
理

（
米
で
ん
ぷ
ん
の
糊
化
）

↑
適
切
な
水
加
減
・
火
加

減
が
必
要

で
ん
ぷ
ん　
　

ブ
ド
ウ
糖
：
ア
ミ
ロ
ー
ス

（
一
般
的
に
ア
ミ
ロ
ー
ス

の
比
率
が
低
い
と
粘
り
が

あ
る
）

ブ
ド
ウ
糖
：
ア
ミ
ロ
ペ
ク

チ
ン
（
ア
ミ
ロ
ペ
ク
チ
ン

１
０
０
％
＝
も
ち
米
）

　

１
９
７
０
年
に
は

米
不
足
か
ら
一
転
し

て
米
が
余
る
よ
う

に
な
っ
た
。
国
策
と

し
て
、
学
校
給
食

へ
の
ご
は
ん
提
供
を

１
９
７
６
年
に
開
始

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
ご

は
ん
を
炊
い
て
配
送

す
る
「
ご
は
ん
ビ
ジ

ネ
ス
」
が
始
ま
っ
た

と
い
え
る
。

　

一
例
と
し
て
、
デ

パ
ー
ト
地
下
の
魚
屋

で
売
ら
れ
て
い
る
酢

飯
は
、
炊
飯
協
会
会

員
が
納
め
て
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
（
以
下
、

写
真
）。

「
ご
は
ん
ビ
ジ
ネ
ス
」
と
は

「ごはんソムリエ認定試験」
スケジュール

第22回の開催予定　
2025年 11月 13日（木）
　　　　　　・14日（金）

第23回の開催予定　
2026年 3月12日（木）
　　　　　　・13日（金）

け
の
ス
ク
ー
ル
形
式
の

会
議
で
は
な
く
、
品
質

管
理
担
当
者
が
実
務
レ

ベ
ル
で
の
情
報
交
換
を

行
う
こ
と
は
大
変
有
益

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

参
加
者
の
コ
メ
ン
ト
に

も
同
様
の
意
見
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
方
に

参
加
い
た
だ
く
た
め
、

会
場
に
つ
い
て
も
関
東

か
ら
京
都
、
九
州
に
も

場
所
を
移
し
て
開
催

し
、
合
わ
せ
て
工
場
見

学
も
実
施
し
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
、
開
催
工

場
の
方
々
に
は
ご
面
倒

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ

と
、
紙
面
を
お
借
り

し
て
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
は
、
工
場
見

学
と
セ
ッ
ト
の
情
報

交
換
会
だ
け
で
は
な

く
、
検
査
業
務
を
主

要
テ
ー
マ
と
し
、
外

部
の
品
質
検
査
機
関

の
ラ
ボ
見
学
と
セ
ッ

ト
で
勉
強
会
・
情
報

交
換
会
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

　

詳
細
が
決
ま
り
ま

し
た
ら
ご
案
内
い
た

し
ま
す
、
多
く
に
方

に
参
加
を
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
日
本
炊
飯
協
会

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
審
査
委

員
長　

坂
口
光
一
）
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〈
当
協
会
会
員
が
行
っ
て
い
る
事
業
〉

　
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
認
定
」

　
「
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
認
定
試
験
」

衛生管理管理レベル
の向上を目指す。（炊
飯事業者が対象）

ごはんの食味向上、ご
はん食の拡大を目指
す。（一般の方も対象）


